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職
親
会
と
は
、
障
害
の
あ
る
方
々
の
就
労
支

援
と
、
社
会
参
加
を
目
的
に
し
て
い
る
事
業
主

の
会
で
す
。今
年
で
結
成
30
周
年
を
迎
え
る「
北

海
道
障
が
い
者
職
親
連
合
会
」
は
21
の
地
区
の

職
親
会
か
ら
な
り
ま
す
が
、
最
も
規
模
が
大
き

い
事
業
主
組
織
で
す
。

昨
年
６
月
１
日
の
全
国
障
害
者
雇
用
状
況
調

査
で
、
北
海
道
の
実
雇
用
率
が
法
定
雇
用
率
を

越
え
て
１
・
85
％
に
な
り
ま
し
た
。
北
海
道
は
、

沖
縄
県
と
と
も
に
産
業
経
済
で
は
苦
し
い
状
況

で
す
が
、
法
定
雇
用
率
を
上
回
る
実
績
を
示
し

た
こ
と
は
注
目
に
値
し
ま
す
。

そ
の
な
か
で
も
道
北
地
域
に
あ
る
「
な
よ
ろ

地
方
職
親
会
」
が
３
年
間
の
準
備
を
経
て
、
本

年
６
月
に
北
海
道
で
初
め
て
厚
生
労
働
省
認
定

の
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
講
習
会
を
開
催
し
、
障
害
者

就
業
促
進
に
大
き
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。
筆
者

は
講
師
の
１
人
と
し
て
招
か
れ
た
の
で
す
が
、

こ
の
講
習
会
そ
の
も
の
が
就
業
促
進
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
の
望
ま
し
い
機
会
に
な
り
、
資
格
取

得
の
た
め
に
全
道
か
ら
結
集
し
た
多
く
の
就
労

支
援
ワ
ー
カ
ー
の
熱
い
パ
ッ
シ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

稚
内
市
職
親
会

北
海
道
に
み
ら
れ
る
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
社

会
的
な
課
題
を
地
域
住
民
、そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
・

機
関
の
職
員
や
ワ
ー
カ
ー
、
企
業
が
協
力
し
解

決
し
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
日

本
の
知
的
障
害
者
教
育
は
特
殊
学
級
教
員
が
開

北海道・道北地域の職親会を訪ねて
〈稚内市、なよろ地方、旭川市、留萌市〉

本誌編集委員　東京学芸大学名誉教授　松矢勝宏

中央水産株式会社

ホテル奥田屋

有限会社ホクメンフーズ

魚の干物の包装作業をする障害者たち障害者10人が働いている

芋田望さん

三津橋興産株式会社

木材工場で働く桑原昇太さんと岡崎史恵さん
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拓
し
、
１
９
７
９
（
昭
和
54
）
年
の
養
護
学
校

義
務
化
以
前
か
ら
教
育
を
担
っ
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

稚
内
市
職
親
会
の
歴
史
は
、
中
学
校
特
殊
学

級
担
任
た
ち
が
教
え
子
た
ち
の
就
職
と
、
社
会

参
加
の
た
め
に
地
域
の
企
業
に
協
力
を
求
め
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

稚
内
市
で
は
、
稚
内
東
中
学
校
教
諭
の
原
田

伸
吾
氏
と
稚
内
中
学
校
教
諭
の
川
口
栄
市
氏
の

案
内
を
受
け
ま
し
た
。
長
く
職
親
会
事
務
局
を

担
っ
て
き
た
原
田
氏
は
、
宗
谷
管
内
特
別
支
援

教
育
研
究
協
議
会
事
務
局
長
、
川
口
氏
は
現
在

の
稚
内
市
職
親
会
事
務
局
長
で
す
。
ま
ず
稚
内

市
職
親
会
の
歴
史
と
現
況
を
み
て
み
ま
し
ょ

う
。１

９
６
９
年
11
月
、
稚
内
中
学
校
で
の
職
親

会
の
発
会
式
。
当
時
の
会
員
は
22
企
業
で
、
翌

年
３
月
に
卒
業
生
合
同
入
社
式
・
激
励
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
入
社
式
・
激
励
会
は
、
職

親
会
主
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
、

中
学
校
の
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
特
別
支
援
学

校
高
等
部
に
進
学
し
ま
す
が
、
彼
ら
の
就
職
先

や
進
路
先
が
市
外
で
あ
っ
て
も
年
度
末
の
好
日

を
選
び
、
市
長
や
行
政
機
関
セ
ン
タ
ー
の
長
、

企
業
の
代
表
者
で
あ
る
職
親
会
員
、
学
校
の
教

職
員
、
保
護
者
な
ど
が
出
席
し
て
「
門
出
の
集

い
」
と
し
て
市
内
卒
業
生
の
新
し
い
出
発
を
祝

い
ま
す
。
中
学
校
特
別
支
援
学
級
、
特
別
支
援

学
校
中
学
部
、
高
等
部
卒
業
生
の
全
員
が
出
席

し
ま
す
。「
共
に
働
き
、
共
に
生
き
る
」
が
稚

内
市
職
親
会
の
合
い
言
葉
で
す
。

編集委員から
企業と支援機関と学校が緊密に協
力・連携していること、特別支援学
級や特別支援学校（養護学校）の教
師が卒業生をいつまでもフォローし
ていること、卒業生の激励会などを
催し地域全体で社会参加を支えてい
ることなど、道北地域職親会の心温
まるネットワークから多くのことを
学びました。

―――――――――――――――――――――
稚内市職親会
〒097－0024　北海道稚内市宝来4－1－1
稚内市総合福祉センター３F
TEL  0162－24－3429　FAX  0162－23－7780
http://wakkanaishokuoya.jimdo.com/
　
NPO法人なよろ地方職親会
〒096－0010　北海道名寄市大通南２丁目
地域活動支援センター陽だまり内
TEL  01654－3－1221　FAX  050－3588－1723
http://www.k5.dion.ne.jp/̃syokuoya/
　
障害者支援センターきたのまち 旭川市職親会
〒098－8329　北海道旭川市宮前通東4155番地30
旭川市障害者福祉センターおぴった1F
TEL  0466－38－1001　FAX  0166－38－1002
http://www1.ocn.ne.jp/̃kitamaci/
―――――――――――――――――――――

株式会社北海道健誠社

36人の障害者が働くクリーニング工場

百貨店西條

株式会社片桐紙器

仕入れ伝票の処理をする
佐久間秀智さん

箱折り作業をする
荒井国光さん

阿部修名寄店ストアマネージャーと筆談

吉田耕三さんは43年勤務のベテラン

店頭で活躍する聴覚障害
の佐久間千尋さん

断裁された製品を
処理する市川剛士さん
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宗
谷
管
内
が
学
区
域
で
あ
る
北
海

道
立
美
深
養
護
学
校
の
最
初
の
現
場

実
習
の
受
入
れ
が
１
９
８
６
年
。
次

第
に
養
護
学
校
卒
業
後
に
就
職
や
福

祉
進
路
を
選
ぶ
生
徒
が
増
加
し
て
い

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
職
親
会
と
地

域
中
学
校
と
の
関
係
は
深
く
、
現
在

で
も
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
で
は

教
育
課
程
に
作
業
学
習
を
位
置
づ
け

て
い
る
の
で
、
職
親
会
員
の
事
業
主

は
毎
年
３
〜
４
週
間
ほ
ど
中
学
校
か

ら
現
場
実
習
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。

会
員
企
業
２
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。

最
初
の
訪
問
先
は
「
中
央
水
産
株

式
会
社
」
で
す
。
従
業
員
60
人
で
、

２
人
の
知
的
障
害
者
が
雇
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
干
し
珍
味
、
イ
カ
や
姫
ホ

ッ
ケ
な
ど
の
一
夜
干
し
、
生
珍
味
や
惣
菜
な
ど

の
海
産
物
食
品
加
工
を
行
い
、
伝
統
的
な
北
の

味
に
こ
だ
わ
る
会
社
で
す
。

代
表
取
締
役
社
長
の
中
陣
憲
一
氏
と
、
社
長

の
息
子
で
常
務
取
締
役
の
中
陣
大
樹
氏
。
大
樹

氏
は
、
小
・
中
学
校
時
代
か
ら
の
原
田
教
諭
の

教
え
子
で
、
稚
内
市
は
小
・
中
学
校
が
い
ま
で

も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
と
し
て
地
域
に

根
づ
い
て
い
る
町
で
す
。

こ
こ
で
働
く
稚
内
中
学
校
卒
業
生
の
吉
田
美

和
さ
ん
と
、
豊
川
美
奈
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し

た
。
吉
田
さ
ん
は
細
か
い
と
こ
ろ
に
よ
く
気
づ

き
、
先
輩
と
し
て
実
習
生
の
面
倒
を
よ
く
見
て

く
れ
る
そ
う
で
す
。
豊
川
さ
ん
は
堅
実
で
穏
和

な
性
格
で
、
２
人
は
つ
ら
い
と
き
で
も
励
ま
し

合
っ
て
同
期
生
と
し
て
24
年
間
勤
め
て
き
ま
し

た
。
い
ま
で
は
生
産
ラ
イ
ン
の
ほ
と
ん
ど
の
仕

事
を
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

次
の
訪
問
先
は
、「
有
限
会
社
ホ
ク
メ
ン
フ

ー
ズ
」
で
す
。「
最
北
の
風
土
が
生
ん
だ
元
祖

か
に
・
帆
立
ラ
ー
メ
ン
」
が
同
社
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
。
そ
の
製
品
の
信
頼
を
築
く
人
た
ち

が
、
障
害
の
あ
る
社
員
の
方
々
で
す
。

創
業
は
１
９
６
３
年
。
１
９
７
７
年
に
北
麺

冷
凍
食
品
株
式
会
社
（
労
働
省
指
定
、
北
海
道

で
第
１
号
の
障
害
者
多
数
雇
用
モ
デ
ル
工
場
）

に
な
り
、
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
現
会
社

に
移
行
し
ま
し
た
。
従
業
員
19
人
の
う
ち
障
害

者
10
人
の
重
度
障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所
で

す
。
代
表
取
締
役
の
中
野
修
二
氏
、
取
締
役
統

括
部
長
の
川
島
重
剛
氏
、
工
場
長
の
佐
藤
幸
徳

氏
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ホ
ク
メ
ン
フ
ー
ズ
は
前
出
の
全
国
市
場
向
け

製
品
の
ほ
か
、
業
務
用
や
家
庭
用
の
麺
類
製
造

と
惣
菜
製
造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
養
護
学
校
高

等
部
卒
の
社
員
も
多
く
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
な

が
ら
す
べ
て
の
ラ
イ
ン
の
仕
事
に
習
熟
し
、
製

造
部
門
の
重
責
を
担
っ
て
い
ま
す
。

一
時
期
は
、
並
べ
て
い
る
だ
け
で
売
れ
る
よ

う
な
北
海
道
ブ
ー
ム
で
全
国
市
場
を
制
覇
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
日
本
各
地
方
産
の
ラ
ー
メ
ン

熱
が
起
こ
り
、
大
手
企
業
の
参
入
も
あ
っ
て
苦

戦
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
北
海
道
麺
業
界
の

新
た
な
巻
き
返
し
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。稚

内
で
宿
泊
し
た
職
親
会
員
の
ホ
テ
ル
「
奥

田
屋
」
で
は
、
養
護
学
校
卒
業
生
の
芋
田
望
さ

ん
が
働
い
て
い
ま
し
た
。
朝
は
宴
会
場
の
後
か

た
づ
け
、
部
屋
の
掃
除
、
午
後
は
宴
会
場
の
セ

ッ
ト
な
ど
の
仕
事
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。

稚
内
市
職
親
会
は
、
１
９
７
０
年
代
に
は
会

員
数
は
45
社
に
な
り
ま
し
た
が
、
２
０
０
海
里

問
題
な
ど
が
起
こ
り
、
産
業
界
も
大
き
な
打
撃

を
受
け
会
員
数
は
16
社
に
減
り
ま
し
た
。
市
の

人
口
も
、
過
疎
化
と
少
子
・
高
齢
化
に
よ
り

５
万
５
千
人
台
か
ら
、
現
在
は
３
万
８
千
人
台

へ
と
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
数
字
に
反
比
例
す
る
よ
う
な
強
い
地
域
愛
と

絆き
ず
なを
、
稚
内
市
職
親
会
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
み
な
さ
ん
に
感
じ
ま
し
た
。

な
よ
ろ
地
方
職
親
会

な
よ
ろ
地
方
職
親
会
は
、
１
９
８
２
（
昭
和

57
）
年
に
名
寄
市
、
風
連
町
、
下
川
町
、
美
深

町
の
企
業
や
関
係
者
が
集
ま
り
、
知
的
障
害
の

あ
る
人
々
の
就
労
支
援
を
目
的
に
「
名
寄
地
方

中央水産の中陳憲一社長

稚内市職親会の関係者と話す松矢編集委員。
左から、柴野武志なよろ地方職親会事務局員、

原田健吾稚内東中学校教諭、川口栄一稚内中学校教諭
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職
親
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
２
０
０
４

（
平
成
16
）
年
に
な
っ
て
、
す
べ
て
の
障
害
者

の
就
労
を
支
援
す
る
目
的
が
掲
げ
ら
れ
、
な
よ

ろ
地
方
職
親
会
と
し
て
２
０
０
６
年
９
月
に
設

立
総
会
が
開
か
れ
、
目
的
に
沿
っ
た
活
動
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
が
職
親
連
合
会
に
委

託
し
た
就
労
サ
ポ
ー
タ
ー
が
２
０
０
９
年
に
配

置
さ
れ
、
会
の
活
動
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
な
か
で
、
稚
内
市
職
親
会
と
同

じ
よ
う
に
年
度
総
会
、
職
親
交
流
会
、
は
げ
ま

す
会
（
卒
業
を
祝
う
会
）
な
ど
の
活
動
が
展
開

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
会
員
企
業
２
社
を
訪
問
し

ま
し
た
。

最
初
に
、
上
川
郡
上
川
町
と
名
寄
市
に
工
場

を
持
つ
「
三
津
橋
農
産
株
式
会
社
」
を
訪
問
。

製
材
業
の
ほ
か
灯
油
や
米
を
販
売
す
る
企
業

で
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（
森
林
管
理
協
議
会
）
認
証
に
よ

る
木
材
の
使
用
と
認
証
製
品
の
製
造
販
売
を
通

じ
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
森
林
管
理
を
支
援
す

る
こ
と
を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
代
表
取
締

役
の
三
津
橋
英
美
氏
に
、
障
害
者
雇
用
の
理
念

と
実
際
を
聞
き
ま
し
た
。

三
津
橋
氏
に
は
北
海
道
高
等
聾
学
校
を
卒
業

し
た
聴
覚
障
害
の
弟
さ
ん
が
い
ま
す
。
家
族
と

し
て
一
緒
に
生
活
し
た
こ
と
で
、
ご
く
自
然
に

障
害
者
雇
用
を
心
が
け
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
障
害
者
の
受
入
れ
に
つ
い

て
は
、
熱
心
な
進
路
指
導
教
員
に
よ
る
実
習
生

の
巡
回
指
導
や
卒
業
生
の
継
続
的
な
ケ
ア
に
支

え
ら
れ
て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

会
社
の
従
業
員
87
人
の
う
ち
障
害
者
は
４
人

（
聴
覚
障
害
２
人
、
知
的
障
害
２
人
）
で
、
さ

ら
に
近
隣
の
２
カ
所
の
知
的
障
害
福
祉
施
設
か

ら
３
人
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
機

械
を
扱
う
製
材
工
程
に
聴
覚
障
害
者
、
主
に
結

束
の
仕
事
に
知
的
障
害
者
を
配
置
し
て
い
ま

す
。
実
習
生
や
働
く
希
望
を
持
つ
多
く
の
障
害

者
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
彼
ら
の
地
域

移
行
と
就
労
生
活
の
保
障
を
図
る
工
夫
が
必
要

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
ど
の
よ

う
に
解
決
し
た
ら
よ
い
か
。
こ
れ
ら
は
上
川
町

議
会
議
員
で
も
あ
る
三
津
橋
氏
の
現
在
の
大
き

な
課
題
だ
そ
う
で
す
。
地
域
や
行
政
の
協
力
を

得
る
た
め
に
、
障
害
者
雇
用
と
福
祉
に
つ
い
て

も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
い
う
企
業
経
営
者
と
し

て
の
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

次
の
訪
問
先
は
、
百
貨
店
・
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
を
経
営
す
る
「
株
式
会
社
西
條
」
で
す
。
取

締
役
管
理
本
部
長
の
佐
藤
隆
氏
、
名
寄
店
ス
ト

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
阿
部
修
氏
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

西
條
は
、
地
域
で
暮
ら
す
人
々
と
の
絆
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
販
売
流
通
事
業
を
通
し
て
地

域
貢
献
を
図
る
こ
と
を
社
命
と
し
て
い
ま
す
。

本
部
を
置
く
名
寄
を
は
じ
め
、
士
別
、
稚
内
、

枝
幸
な
ど
に
８
店
舗
を
展
開
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ト

ア
志
向
の
経
営
方
針
に
基
づ
き
、
な
お
も
企
業

力
の
伸
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

障
害
者
雇
用
に
お
い
て
優
良
企
業
と
し
て
道

の
表
彰
を
受
け
、現
在
は
従
業
員
１
０
５
４
人
、

う
ち
障
害
者
30
人
と
い
う
実
績
で
す
。
名
寄
店

で
は
６
人
の
障
害
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
初
は
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
う
と
く
、
納
付

金
を
た
だ
負
担
す
る
だ
け
で
し
た
が
、
こ
の
無

駄
を
省
く
こ
と
が
積
極
的
な
社
会
貢
献
に
つ
な

が
る
と
い
う
支
店
長
の
提
案
が
雇
用
の
き
っ
か

三津橋農産の三津橋英美社長

ホクメンフーズ（稚内市）左から
川島重剛統括部長、中野修二代表取締役、佐藤幸徳工場長

西條の
阿部修名寄店ストアマネージャー

西條の佐藤隆取締役管理本部長
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け
に
な
り
ま
し
た
。
社
全
体
の
雇
用
計
画
で
地

域
の
ニ
ー
ズ
を
第
一
に
進
め
て
き
た
こ
と
が
、

こ
の
よ
う
な
提
案
に
つ
な
が
っ
た
と
も
い
え
ま

す
。現

在
、
な
よ
ろ
地
方
職
親
会
の
会
員
企
業
は

全
体
で
24
社
で
す
。
こ
こ
数
年
間
に
障
害
者
雇

用
と
啓
発
の
事
業
を
積
極
的
に
進
め
る
た
め
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
定
を
受
け
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ

の
資
格
取
得
講
習
会
に
つ
い
て
厚
生
労
働
省
の

認
可
を
取
り
ま
し
た
。
職
親
会
長
が
「
株
式
会

社
ダ
ス
キ
ン
滝
沢
」
を
経
営
す
る
滝
沢
照
子

氏
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
理
事
長
が
「
エ
フ
エ
ム
な
よ
ろ
」

の
代
表
取
締
役
、
藤
田
健
慈
氏
。
両
氏
が
車
の

両
輪
に
な
り
、
障
害
福
祉
、
学
校
教
育
の
関
係

者
が
し
っ
か
り
と
事
務
局
レ
ベ
ル
で
チ
ー

ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
名
寄 

心
と
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」

事
務
局
長
・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
長

の
長
谷
川
ま
ゆ
み
氏
、
そ
し
て
今
回
の
取

材
の
案
内
役
の
美
深
養
護
学
校
の
柴
野
武

志
氏
ら
が
事
務
局
員
と
し
て
支
え
て
い
ま

す
。旭

川
市
職
親
会

旭
川
市
は
北
海
道
で
札
幌
に
次
ぐ
第
２

の
都
市
で
、
経
済
も
活
況
を
見
せ
て
い
ま

す
。
北
海
道
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
旭
川

支
所
が
置
か
れ
、
北
海
道
北
部
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
職
親
会
は
、
市
街
地
の
中
心
に
あ

る
旭
川
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た

（
ア
イ
ヌ
語
で
「
み
ん
な
」
の
意
味
）」
の
建
物

の
中
に
、
他
の
関
連
セ
ン
タ
ー
（
道
の
上
川
障

が
い
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ね
っ
と
」、

発
達
障
害
者
支
援
道
北
地
域
セ
ン
タ
ー
「
き
た

の
ま
ち
」、
上
川
中
南
部
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
た
の
ま
ち
」、
市
障
害
者

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
そ
ー
と
」）
と

一
緒
に
事
務
所
を
も
っ
て
い
ま
す
。
雇
用
・
就

業
の
支
援
を
展
開
す
る
た
め
に
、
と
て
も
恵
ま

れ
た
立
地
条
件
と
い
え
ま
す
。
旭
川
市
職
親
会

と
会
員
企
業
の
取
材
に
は
、
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
旭
川
支
所
長
の
市
川
浩
樹
氏
も
同
行
し
て

く
れ
ま
し
た
。

旭
川
市
職
親
会
は
、
会
員
数
１
０
３
人
、

障
害
者
雇
用
事
業
所
27
社
、
障
害
者
就
労
数

１
１
９
人
（
平
成
20
年
度
末
現
在
）。
そ
し
て
、

会
員
の
職
場
訪
問
研
修
、
職
親
会
報
に
よ
る
社

会
啓
発
、
障
害
者
激
励
会
の
実
施
、
優
良
指
導

員
・
優
良
従
業
員
の
表
彰
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
稚
内
や
、
な
よ
ろ
地

方
職
親
会
も
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
同
じ
建
物

の
中
で
各
種
の
相
談
授
業
を
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て

協
力
・
連
携
で
き
る
こ
と
は
大
き
な
強
み
と
い

え
ま
す
。

ま
ず
会
員
企
業
の
「
株
式
会
社
北
海
道
健
誠

社
」
を
訪
問
し
、代
表
取
締
役
の
瀧
野
喜
市
氏
、

専
務
取
締
役
の
瀧
野
雅
一
氏
、
取
締
役
副
社
長

の
瀧
野
京
子
氏
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

北
海
道
健
誠
社
は
、
新
し
い
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ

イ
業
を
目
指
し
、
①
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
向

け
、
②
ホ
テ
ル
・
旅
館
向
け
、
③
飲
食
店
向
け
、

さ
ら
に
⑤
カ
ー
テ
ン
の
防
災
加
工
、
布
団
・
ジ

ュ
ー
タ
ン
丸
洗
い
）、
⑥
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
高
齢
者
・
一
人
住
ま
い

向
け
の
下
着
や
ト
レ
ー
ナ
ー
の
月
極
め
洗
濯
）、

高
卒
者
な
ど
に
就
職
の
機
会
を
拡
大
す
る
た
め

に
ホ
ー
ム
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
ラ
ン
ド
リ
ー
ム
）

へ
の
参
入
と
店
舗
設
置
へ
と
、
事
業
を
拡
充
し

て
い
ま
す
。

現
在
は
、
全
従
業
員
１
９
９
人
の
う
ち
36
人

と
い
う
多
数
の
障
害
者
雇
用
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
特
徴
は
、
①
重
度
障
害
者
多
数
雇
用
事
業

所
の
認
定
を
受
け
ず
に
雇
用
を
進
め
て
い
る
こ

と
、
②
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
こ
と
」（
理
事
長
は

瀧
野
京
子
氏
）
を
設
立
。
就
労
移
行
支
援
事
業

と
就
労
継
続
支
援
事
業
Ｂ
型
を
実
施
し
、
す
で

に
移
行
支
援
事
業
か
ら
６
人
の
就
職
が
実
現
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
個
別
の
支
援
計
画
で
同
じ

事
業
所
で
働
き
、
会
社
の
従
業
員
に
育
っ
て
い

く
若
い
障
害
者
た
ち
の
成
長
の
姿
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
同
時
に
地
域
の
活
性
化
の
た

め
に
高
卒
者
の
就
職
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
材
育
成
の
た
め
に
は
企
業
競

争
に
負
け
な
い
力
が
必
要
で
あ
り
、
社
会
貢
献

と
利
益
追
求
は
矛
盾
し
な
い
こ
と
を
会
社
経
営

の
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
工
夫

と
し
て
、
重
油
で
な
く
、
北
海
道
の
林
業
に
注

目
し
て
安
価
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
少
な
い
木
材

チ
ッ
プ
に
換
え
て
ボ
イ
ラ
ー
を
動
か
し
、
さ
ら

に
余
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
家
発
電
に
活
用
す

旭川市職親会を訪ねる

柴野武志氏（左）とともに
北海道障害者職業センター旭川支所の市川浩樹支所長を訪ねる
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る
な
ど
、
コ
ス
ト
削
減
に
積
極
的
で
あ
る
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

次
の
訪
問
企
業
で
あ
る
「
株
式
会
社
片
桐
紙

器
」
は
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
率
先
し
て
呼
応
し
、

再
生
紙
で
あ
る
段
ボ
ー
ル
の
素
材
を
生
か
し
て

い
る
企
業
で
す
。
代
表
取
締
役
会
長
の
中
嶋
正

良
氏
、
代
表
取
締
役
社
長
の
福
寿
忠
勝
氏
、
取

締
役
総
務
部
長
の
新
野
光
則
氏
か
ら
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
創
業
１
０
０
年
の
歴
史
で
、
段
ボ

ー
ル
と
い
う
自
由
な
形
状
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
る
素
材
で
、
あ
ら
ゆ
る
用
途
に
対
応
し
た
デ

ザ
イ
ン
の
提
案
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
、
多
品
種
少
量
生
産
に
も
対
応
し
て

い
る
こ
と
、
段
ボ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
か
ら
直
接
仕

入
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

パ
ー
ト
を
含
め
て
78
人
の
従
業
員
の
う
ち
知

的
障
害
者
が
４
人
、
身
体
障
害
者
１
人
が
働
い

て
い
ま
す
。
紙
器
工
程
に
３
人
（
う
ち
１
人
は

係
長
職
の
身
体
障
害
者
）、
段
ボ
ー
ル
工
程
に

２
人
の
配
置
で
す
。
す
で
に
定
年
に
な
っ
て
い

る
方
も
い
て
、
本
人
の
希
望
で
継
続
就
労
し
て

い
ま
す
。
社
員
旅
行
に
は
退
職
者
も
参
加
し
て

い
る
そ
う
で
、
家
族
的
な
雇
用
管
理
が
底
流
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

留
萌
市
の
小
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

前
述
の
職
親
会
の
ほ
か
の
地
域
、
職
親
会
の

な
い
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
の
柴
野
氏
に
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
留
萌
市
に
お
い
て
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
設
定
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
６
月
に
開
か
れ
た
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
研
修
会
に
出
席
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
留
萌
ふ

れ
あ
い
の
家
」（
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
、
自
立
訓
練
、
生
活
介
護

の
事
業
を
経
営
す
る
セ
ン
タ
ー
）
の
サ
ー
ビ
ス

管
理
責
任
者
で
あ
る
松
本
貴
志
氏
が
地
域
の
関

係
者
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

出
席
者
は
、
松
本
氏
の
ほ
か
、
北
海
道
の
施

策
で
あ
る
留
萌
圏
域
障
が
い
者
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
員
の
加
藤
久
美
子
氏
、
留

萌
ふ
れ
あ
い
の
家
支
援
員
の
千
葉
摂
氏
、
貝
森

工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
の
貝
森
将
之
氏
、

留
萌
市
議
会
議
員
の
松
本
衆
司
氏
で
す
。

こ
こ
で
の
意
見
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う

な
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
①
留
萌
市

の
場
合
、
幼
児
期
か
ら
小
・
中
学
校
段
階
ま
で

は
、
幼
児
期
の
相
談
支
援
、
療
育
の
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
、
学
齢
期
に
な
る
と
小
・
中
学
校
特
別

支
援
学
級
、
養
護
学
校
小
学
部
・
中
学
部
で
教

育
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
ま
で
は

障
害
児
と
保
護
者
は
地
域
に
お
い
て
親
の
会

（
親
父
の
会
を
含
む
）
や
そ
の
他
の
機
会
で
つ

な
が
り
情
報
を
共
有
で
き
る
が
、
養
護
学
校
高

等
部
段
階
に
な
る
と
、
寄
宿
舎
制
が
伴
う
こ
と

で
学
区
域
が
広
く
な
り
、
生
徒
の
居
住
地
と
の

関
係
が
遠
く
な
る
、
②
そ
の
結
果
、
小
・
中
学

校
の
保
護
者
と
高
等
部
の
保
護
者
と
の
関
係
が

切
れ
、
子
ど
も
の
進
路
に
関
す
る
情
報
の
共
有

化
や
、
あ
る
べ
き
将
来
の
支
援
体
制
づ
く
り
の

意
見
交
換
が
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
、
③
養

護
学
校
高
等
部
の
地
域
へ
の
働
き
か
け
や
進
路

指
導
教
員
の
支
援
の
様
子
が
居
住
地
の
小
・
中

学
校
（
養
護
学
校
小
・
中
学
部
）
の
保
護
者
に

ほ
と
ん
ど
情
報
が
入
ら
な
い
、
④
事
業
主
の
立

場
か
ら
は
、
留
萌
市
に
は
障
害
者
を
雇
用
し
て

い
る
企
業
が
あ
っ
て
も
、
職
親
会
の
よ
う
な
活

動
が
な
い
た
め
に
、
そ
の
経
験
や
雇
用
の
ノ
ウ

ハ
ウ
に
つ
い
て
の

情
報
を
必
要
な
と

き
に
す
ぐ
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
、

な
ど
。
こ
れ
ら
は

地
域
に
と
っ
て
き

わ
め
て
重
要
な
課

題
な
の
で
、
留
萌

市
の
関
係
者
間
で

協
議
を
重
ね
、
し

か
る
べ
き
解
決
法

を
見
出
す
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、
他

の
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
も
学
ぶ
点

が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
な
よ
ろ
地
方
職
親
会
の
事
務
局
員

で
あ
り
、
北
海
道
美
深
高
等
養
護
学
校
の
柴
野

武
志
氏
に
取
材
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
同
校
校
長
の
高
橋
勝

利
氏
に
格
段
の
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

留萌市での
ミーティング

片桐紙器の中嶋正良会長（左）と福寿忠勝社長 北海道健誠社
左から瀧野喜一社長、瀧野京子副社長、瀧野雅一専務


